
O
K

A
Y

A
M

A
  Y

’S
 M

EN
 

NO.9



CONTENTS

3月例会報告

P A G E  3 - 5
YMCAニュース

P A G E  6 - 7

NSTと院内飢餓のお話をドクター板野
が渾身の力を込めて行ってくれまし
た。

３月例会の板野さんのお話の要点を
まとめた記事です。

人を幸せにする胃ろう造設

P A G E  8 - 1 0

卒園式、感謝会、同窓会の
報告です。

P A G E  1 1 - 1 2  

YMCAせとうちの協力牧師である
延藤好英さんのエッセイ。
今回は、2話連続バージョンです。

のぶちゃんの聖書のお話



P A G E  T H R E E  | O K A Y A M A  Y ’ S  M E N  



P A G E  F O U R  | O K A Y A M A  Y ’ S  M E N  



P A G E  F I V E  | O K A Y A M A  Y ’ S  M E N  



3月第2例会の報告
NST(栄養サポートチーム)と院内飢餓
〜協立病院NSTは、今年で開設20年目を迎えました〜
と　き：３月１８日（火）１９時〜２０時４０分
ところ：ミュージックバー　OMS
出席者：リアル　ワイズ　11名・ゲスト　2名・配信員　2名・合計：15名
　　　　遠隔地　ワイズ　  4名（岡山、神戸、米子、富山）・学Yシニア　1名
　　　　総合計　２０名

講演者：板野 靖雄さん　　  岡山協立病院 内科 消化器内科・栄養サポートチーム委員長 
　　　　　　　　　　　　　鳥取大学YMCAシニア
　　　　　　　　　　　　　日本基督団 岡山信愛教会役員 
　　　　　　　　　　　　　岡山ワイズメンズクラブ会員
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「チームで患者さんを支援する形」が整い
つつあることを学んだ。

　「主なる神は言われた。『人が1人でい
るのは良くない。彼に合う助ける者を造ろ
う。』（創世記2章18節）」「主なる神は
そこで、人を深い眠りに落とされた。人が
眠り込むと、あばら骨の一部を抜き取り、
その痕を肉でふさがれた。そして人から抜
き取ったあばら骨で女を創り上げられた。
（2章22～23節）」これらの聖書の言葉が
示しているのは、「人間は助け合う存在と
して創られている。互いに支え合うのが人
間の初期設定」ということである。これこ
そが板野さんの説くチーム医療の原点であ
り、理想の姿でもある。

　つい、数年前まで、当たり前のように病
院内に飢え、やせ衰えた人がいた。これは
ある意味人災であった。なずなら大半の医
者は「栄養に興味がなく知識もなかった」
からである。だからこそ、未だにこの業界
内に多くの誤解とミスリードが蔓延ってい
る。その最たるものが、「胃瘻外悪説」で
あろう。今回参加者の多くが、目からウロ
コであった教えは、「胃瘻は食べることの
障害を支える道具である」ということであ
った。つまり胃瘻は、「食べられなくなっ
て、寝たきりになった人を生かす道具では
ない。」ということなのだ。それどころ
か、PEG（胃瘻）は最も簡便、確実、安
全、安価な代謝栄養法だったのである。

　最後に現代日本が抱える闇はまだまだ深
く大きいことを語られ、だからこそ今、協
立ESTは、「一人の患者さんの栄養と経口
摂取の回復を私たちの喜びと誇りに」とい
う旗を掲げて日々診療に励んでおられるこ
とが語られました。大変深い学びの１時間
でした。

　今回は、あまり知られていないNSTの
実態を板野ワイズからお聴きした。

　あなたの親、兄弟姉妹、親戚が病院に入院し
た。あるいは施設に入所した。そしてあなたは
面会に行った。するとその人がとても痩せてい
た。これで大丈夫なのか？あなたは心配になっ
た。ではこの状況であなたはどうすればいい
か？そのためにあなたが知っておくべきことは
何か？そんな問いかけから講演は始まった。

　板野さんが今、協立病院の医師として、この
場に存在しているのか。そんなライフィヒスト
リーを最初に丁寧に語ってくださった。原点は
鳥取大学YMCAでの恩師であるヨーダこと、齋
藤皓彦さんや当時の友人達との聖書研究会にあ
った。友との語り合い、本との邂逅、人との出
会い、加えて伴侶である昇子さんとの出会い
が、その後の人生を決定づけた。そこで板野さ
んは、「神さま」と出会い、つながり、大きく
変革されたのだ。

　「君自身の言葉があって初めて他人と知り合
うことができる。他人とコミュニケーションで
きる。新しい発見ができる。そしてまた新しい
言葉が生まれる。それらによって君の知識は初
めて意味のあるものになる」そのような珠玉の
言葉との出会いを重ねながら、夫婦揃って「私
たちはお返しできないほどの多くを受けた」と
思い、「人から受けた恩はその人に返すな。そ
れはやくざの論理。受けた恩は他の人に返しな
さい」というヨーダ齋藤の言葉を胸に、その後
の医師としての生き方が決定づけれられた。

　その後「栄養とその社会的意義」について教
えていただき、現代の最先端の病院では、
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YMCAニュース
①信愛ファミリーサポートステーション卒園式
と　き：３月２０日（休）１０時〜１５時
ところ：岡山信愛教会
出席者：卒園生10名とその家族、担当リーダー、総主事、八谷牧師

内　容：はじめての集団生活を自然豊かな環境に恵まれた信愛ファミリーサポートステーショ
　　　　ンで過ごしたこどもたちの卒園式でした。五感を使って身近な自然に親しむことで豊かな
　　　　感性が育っています。四季折々の自然は、感動がいっぱいで、お友だちと喜び驚き、共に
　　　　心が動く経験を重ねてきました。その結果、こどもが自ら遊びを創り出すことを大切にし
　　　　ています。指導者はこどもの思いを尊重し、寄り添った保育を行い、愛されていることを
　　　　実感できることを大切にしています。ご挨拶をしてくださったそれぞれのご家族が、異口
　　　　同音に「みつかる、つながる、よくなっていく」物語を涙ながらに語ってくださった感動
　　　　的な卒園式となりました。　　
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②卒業リーダー感謝会「惜別と感謝と希望の礼拝」
と　き：３月１６日（日）１６時〜２０時
ところ：岡山教会
出席者：卒園生14名、在校生、YMCA職員、ワイズメンズクラブメンバー

内　容：今年もこの日がやってきました。YMCAせとうちにとって、最も大切な日。それは卒業リー
　　　　ダーへの感謝礼拝の日です。それぞれの４年生のYMCAとの出会いの物語には、毎年感動し
　　　　ます。青年という多感な時期に、YMCAと出会い、仲間や友とつながり、それぞれが大き
　　　　く「変革される」。まさにYMCAのもつブランドバリューが、彼女彼らの人生に大きく寄与
　　　　したことを心の底から感じることができる豊かな時間でした。今回正野さんのご都合が叶わ
　　　　なかったので、高本ワイズがYMCAせとうちの理事を代表して、心の温まるご挨拶をしてく
　　　　ださいました。また今回もワイズから記念品を贈らせていただいましたが、この記念品の
　　　　選定にも高本さんが多大なる貢献をしてくださいました。石原会長から手渡していただいた
　　　　記念品の「コインケース」は卒業生からの評判も上々で、みな大喜びでした。これから関東
　　　　地区をはじめ、様々な場所へと散らされていきますが、YMCAで変革された人格を基に、き
　　　　っと素晴らしき働きをしてくださるはずです。長い間本当にありがとうございました。
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③信愛クラス10年ぶり同窓会とタイムカプセル掘出し
と　き：３月３０日（日）１０時〜１５時
ところ：岡山信愛教会
出席者：卒園生たちとその家族、担当リーダー、八谷牧師

内　容：信愛ファミリーサポートステーションの10年前の卒園式の日に、みんなでカプセルを埋め
　　　　ました。10年後にみんなで集まろうと約束を交わし、この度とうとうその10年目がやって
　　　　きました。当日は少し寒かったですが、お庭の桜も芽吹き始める良い季節で、三々五々、
　　　　みんながやってきました。なにせ10年ぶりですから、みな見違えるほど大きくなってい
　　　　て、今はもう中学生。最初はぎこちなかったのですが、それでもあっという間に時を遡り、
　　　　みなでわいわいがやがや。お楽しみのタイムカプセルも無事に掘り出すことができ、みなで
　　　　思い出にひたることができました。次は
　　　　また、10年後、楽しみです。
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のぶちゃんの「聖書のおはなし」
第6回　「初めて教会に行った時」
「最も大切なこととしてわたしがあなたがた
に伝えたのは、わたしも受けたものです。す
なわち、キリストが、聖書に書いてあるとお
りわたしたちの罪のために死んだこと、 葬ら
れたこと、また、聖書に書いてあるとおり三
日目に復活したこと、 ケファに現れ、その後
十二人に現れたことです。」
　（コリントの信徒への手紙一15章3～5節）

　こんにちは。日本基督教団の牧師として40
年間教会の牧師をした後、昨年3月末で牧師
を隠退し、4月からフリーランスの説教者に
なった「のぶちゃん」こと延藤好英です。
「のぶちゃん」というのは、2018年の西日本
豪雨災害の時、特に西平島でボランティア活
動をしていた時の呼び名です。また、iPhone
のクラブハウスというネットラジオの中で
「のぶちゃん先生」とも呼ばれています。今
日は、わたしがクリスチャンになった時のこ
とをお話ししたいと思います。

　わたしが初めて教会に行ったのは高校三年
生の時でした（小学生の時一度、友達と教会
学校に行った記憶もかすかにあります）。公
民館で英会話を教えてくださっていたアメリ
カ人のリカード先生ご夫妻が、「一度わたし
たちの家に来ませんか」と誘ってくださった
のがきっかけです。「アメリカ人の家の中っ
てどんなんだろう」と興味津々で出かけたの
ですが、約束の時間は日曜日の午前10時30分
で、招かれたのは宣教師館の隣りにあった日
本基督教団和気教会でした。わたしの親世代
の人たちが10人ほど集まっていました。教会
の礼拝で大人たちが賛美歌を歌っているのに
心惹かれました。けれども説教は、日本人の
牧師が日本語で語っているのにちんぷんかん
ぷんでした。それでも、少人数の礼拝にわた
しが欠席すれば更に寂しくなるとの思いもあ
り、日曜日ごとに教会に通い続けました。そ
してなんとなく分かってきたことが二つあり
ました。一つは、イエス・キリストという
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方が、十字架にかかって死なれたということ
でした。そしてそれは、御自分の罪のためで
はなく、すべての人の罪の身代わりのためで
あったということでした。もしこれが本当な
らわたしはこれを自分の生活の片隅に置いて
おくのではなく、自分の生活の中心に置かね
ばならないと思いました。

　もう一つのことは、死後の世界です。わた
しは次のように考えを巡らせました。死後の
世界があると信じて生きて、死んでみたら死
後の世界はなかったという場合、それはそれ
で終わっているので何の悔いもないだろう。
しかし、死後の世界がないと信じて生きて、
死んでみたらやっぱり死後の世界があったと
いう場合、わたしは自分の生き方を悔やむだ
ろうと思いました。更に、自らの命を差し出
すほどの愛で愛されていたのに、それを信じ
ないで生きて、死んだ後にそれが本当だった
と分かった場合、やはり自分は後悔するだろ
うと思いました。

　そして、イエス・キリストの愛を自分の人
生の中心に置くとは、イエスさまがわたしの
罪のために死なれたこと、復活されて今も後
も生きておられることを信じますと告白し
て、洗礼を受けることだと思いました。そん
なわけで、わたしは高校を卒業し、浪人して
いる年の６月２９日に日本基督教団和気教会
で風間直次郎牧師から洗礼を受けることにな
ったのでした。リカード宣教師とはその後も
交流が続き、宣教師館にも何度かお邪魔しま
した。また、わたしの結婚式の司式もしてい
ただき、先生が隠退されてコロラド州に帰ら
れた後は、そのお家にもうかがわせていただ
きました。



のぶちゃんの「聖書のおはなしⅡ」
「あなたがたに平和があるように」
「その日、すなわち週の初めの日の夕方、弟
子たちはユダヤ人を恐れて、自分たちのいる
家の戸に鍵をかけていた。そこへ、イエスが
来て真ん中に立ち、『あなたがたに平和があ
るように』と言われた。」（ヨハネの福音書
２０章１９節）

　今年は４月２０日（日）がイースターで
す。教会の暦は、イエス・キリストの誕生を
祝うクリスマス、聖霊が与えられ教会が誕生
したことを祝うペンテコステ、そして十字架
にかけられて死んだイエス・キリストが死か
らよみがえったことを祝うイースターの３つ
が骨格をなしています。「キリスト教が、死
んだ人がよみがえるということさえ言わなけ
れば理解できるんじゃけどなあ」と知り合い
のお医者さんに言われたことがあります。人
の理解や経験を超えた出来事なのです。そし
て、キリストの復活がなければキリスト教の
信仰もないのです。

　今日の場面で「弟子たちはユダヤ人を恐れ
て、自分たちのいる家の戸に鍵をかけてい
た」とあります。これは、イエスさまが捕ま
えられ、十字架で殺された三日後の夕方のこ
とでした。弟子たちは、自分たちもユダヤ人
たちに捕らえられるのではないかと恐れてい
ました。そこに復活されたイエスさまが姿を
現されたのです。

　弟子たちは驚きました。恐怖さえ感じたと
思います。それは、死んだはずの人が目の前
に現れたという、今までの経験からは考えら
れない出来事を目の当たりにしている驚き。
そして、イエスさまが捕らえられた時、自分
たちはイエスさまを見捨てたという悔い。そ
のことを責められるかもしれないという不
安。そんなものが入り混じった驚きであり、
恐怖です。けれどもイエスさまが弟子たちに
語り掛けられた第一声は、弟子たちには思い
がけない内容でした。「あなたがたに平和が
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あるように」。ここには、「わたしはあなた
方のことを責めていない」という赦しがあり
ます。そして、「あなた方も自分のことを責
めなくていい」という癒しがあります。ま
た、「これから改めて共に生きていこう」と
いう招きがあります。

　キリストの平和。イエスさまはこの平和に
ついて生前弟子たちに語っておられました。
「わたしは、平和をあなたがたに残し、わた
しの平和を与える。わたしはこれを、世が与
えるように与えるのではない。心を騒がせる
な。おびえるな」（ヨハネによる福音書１
４：２７）。この平和は、戦争が無くなって
初めて訪れる平和ではありません。すべての
問題が解決して初めて手に入れられる平和で
はありません。むしろこの平和に慰められ、
力づけられて、戦争のない世界の実現に取り
組み、様々な問題に希望を持って取り組む力
です。キリストが与えてくださる平和、それ
は、どんな時も「イエス・キリストが共にい
てくださる」という平和です。世の中がどう
なろうと、わたしたちから奪い去られること
のない平和です。

　イエス・キリストの十字架と復活によっ
て、すべての人にこの平和は配られているの
です。神さまは、その平和をあなたが受け取
ることを願っておられます。そして、この問
題だらけの世界で、この平和を胸に、勇気を
もって生きていくことへと導いておられま
す。「これらのことを話したのは、あなたが
たがわたしによって平和を得るためである。
あなたがたには世で苦難がある。しかし、勇
気を出しなさい。わたしは既に世に勝ってい
る」（ヨハネによる福音書１６章３３節）。



クラファンで応援した書籍が完成、
パパゲーノさんから届きました。

　 YMCAせとうちのDXを支援していただいた
こ゚縁で、昨年佐藤さんと太田で、パパゲーノ
さんを訪問見学させていただき、大変感銘を
受けました。いずれは岡山でもこんなことに
取り組んでみたいと思っていた時に、書籍出
版のお話があり、クラウドファンディングで
ご支援させていただいたところ、この度その
書籍をお届けいただきました。ご一読をお奨
めします。

誰もが社会資源としてAIを使いこなす未来
　障害福祉とAIの融合が、個別支援のあり方
を根本から変える！本書では、最先端の生成
AIを活用した障害者支援の実践事例を豊富に
紹介。ChatGPTやAIツールを活用すること
で、障害のある方が自分らしく働き、社会と
つながる新たな可能性が開かれています。
「AIは効率化のツールではなく、社会資源で
ある」この視点のもと、就労継続支援B型
「パパゲーノ Work & Recovery」のリアルな
事例を交えながら、福祉の現場でAIがどのよ
うに活かされているのかを徹底解説。

◯AIで「本当の意味での個別支援」は
　どう実現できるのか？
◯「ソーシャルワーク4.0」の時代、
　支援者の役割はどう変わる？
◯障害のある方がAIを活用することで
　広がるキャリアの可能性とは？
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◯ITが苦手でも大丈夫！専門知識がなくても
　すぐに実践できる方法をわかりやすく解説

◯AIを活用した新しい障害者支援の形を
　一緒に考えてみませんか？

はじめに：本当の意味での個別支援の時代 
第1章：生成AI で変わる障害福祉の常識 
第2章：そもそもAIとは？ 
第3章：対話から考える生成AIの可能性 
第4章：生成AI による支援現場のDX 実践 
第5章：ソーシャルワーク4.0 
第6章：障害福祉業界のDX・AI 活用の現状
 
おわりに：リカバリーの社会実装に向けて

「生きててよかった」と
　誰もが実感できる社会へ。
　当事者／支援者双方の活用事例を多数掲載







Y'S　SLOGANS
岡山クラブ　会長　石原康正
　◯YMCAと共に楽しくワイズ活動！　Let's enjoy Y's Lives with YMCA. 

瀬戸山陰部　　部長　長壽和子（岡山クラブ）
　◯チーム瀬戸山陰　どうなるか？ではなく、どうするかを考えよう。
　　～さあ、動こう！　自働・共働　～
　　Let us not just worry about the future, but think about what we should do.
　　~Let's take action together with our friends in the Seto-San'in region!

西日本区　　　理事　鵜丹谷剛（神戸クラブ）
　◯つなげよう地域と世界 、YMCAと共に　Connecting Local to the World with YMCA 
　◯楽しもうフェローシップをポジティブに Enjoy positively our fellowship

アジア太平洋地域　会長　Joan Wong
　◯大きなインパクトを起こそう　　　　　　Make a Great Impact
　◯大胆に、信念をもって奉仕しよう　　　　Be Bold and Serve by Faith
　　　　　
国際協会　　　　　 会長　Charming　Shen
　◯太陽の輝きと笑顔　　　　　　　　　　　　Sunshine and Smile
　◯簡潔さは美        　　　　　　　Simple is Beauty


